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学校名 在籍者数 学級数 

三好中学校 
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１８（３）

中部小学校 ４９３名 １８（２）

天王小学校 ５３６名 ２０（２）

三吉小学校 ３９７名 １７（３）
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（暴力をふるった）

り、イヤな思いをさせた

回答者

たりした（暴力を受けた

り、イヤな思いをさせら

た（暴力をふるった）

り、イヤな思いをさせた

回答者

たりした（暴力を受けた

り、イヤな思いをさせら

た（暴力をふるった）

り、イヤな思いをさせた

査で「あては

 

 

 

者数(N)

た）

られた

た

者数(N)

た）

られた

た

者数(N)

た）

られた

た

(180) (

45 3
56 4
35 2
20 1
86 7
81 5
81 7
83 7

中３

三

(218)

49 5
73 8
29 5
45 5
74 7
67 6
79 7
79 7

小６

三

(252)

58
70
32
38
68
58
72
77

小５

はまる」（ア

171) (167)

36 61
47 77
21 37
18 37
70 75
57 68
71 71
77 76

中２ 中１

三吉小 中部小 天王

(55) (78) (8

51 54 4
86 77 6
53 23 1
55 45 3
76 72 7
64 69 6
73 78 8
75 85 7

三吉小 中部小 天王

(69) (86) (9

57 52 6
77 70 6
32 38 2
41 45 2
70 69 6
57 55 6
87 66 6
89 71 7

ア～エ）「まっ

第１回意

※割

 

王小

85)

4
2
9
8
4
6
4
7

王小

97)

63
65

7
9

66
61
67
73

(180) (171

+2 -
+2 -1
+9 -
+1 +
+6
+6 -

0 -
+7 +

中３ 中２

(218)

+6
+8
+9

+19
+15
+15
+9

+12

小６

(252)

+9
+1
+2
+1
+6
+1
+3
+8

小５

ったくない」

愛知県 

意識調査との比

割合の増減をポ

…ア～エで割

) (167)

-6 +12
11 +8
-2 +19
+2 +7

0 +11
-9 +6
-5 +7
+3 +10

２ 中１

三吉小 中部小 天

(55) (78)

+12 +8
+8 +14

+35 0
+22 +23
+17 +25
+5 +26
-1 +15
-1 +23

三吉小 中部小 天

(69) (86)

+13 +1
+3 -2
+7 +5
+1 +2
+3 +14
-6 +7
+5 +7

+12 +10

い」（オ～ク）と

みよし市 三

比較 

ポイントで表示 

割合が減少した箇

天王小

(85)

+2
+4
+1

+12
+4

+11
+10
+10

天王小

(97)

+10
+2
-4
-1
+1
-1
-2
+3

と回答した

三好中学校区

箇所 

た割合 

区 
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注：➊～➏の

切であっ

➐につい

なお、目

 

 
 

 

 

 
➊課題は実態

三好中…生

を送ろう

中部小…課

が、やや多

天王小…第

題は実態

 
 

 
➋目標は課題

三好中…「

的に学ぶ姿

中部小…児

えることが

天王小…各

う少し「主

 

➊課題は実態を

➋目標は課題に

➌目標の達成に

➍目標を意識して

➎具体的な動き

➏児童生徒が主

➐想定外の指標

課 題 

る」意識が

目 標 

る。 

よし市 三好

設問に相当す

た」「実施され

ては、想定外

標が「期待ど

態を踏まえて

徒会活動や

とする姿と授

題の設定は、

多いことが気

1 回の調査

を反映してい

題に対して適

学び合う」土

姿」や「規律

童の実態か

が必要だと考

担任が楽し

主体性」を前

を踏まえていたか

に対して適切なもの

につながる行動計

て取り組まれたか

きや目当てが共有

主体的に取り組む

標はあったか 

「みんなで何

が低い。 

仲間と関わ

好中学校区 

るチェックシ

れなかった」等

外に改善「↑」、

どおりに十分に

ていたか 

学校行事を通

授業での様子

、適切であっ

気になる。主

査結果を踏ま

いたと思われ

適切なものだ

土台を高める

律」の共通認

ら考えると、

考える。目標

い授業を実現

前面に出すと

 

のだったか 

計画だったか 

か 

有されていたか 

む工夫はあったか

学校全体

各校事

何かをするの

り合う場面を

ートの項目が

等の否定的回答

悪化「↓」し

に達成された」

通して、生徒

子の違いを改

ったと考える

主体的に授業

えて授業づく

れる。 

だったか 

るための自己

認識が不十分

、授業での関

標の設定の仕

現するため、

とよかった。

三好中

全
体 

３
年 

２
年 

○ ○ ●

○ ○ ●

○ ○ ○

● ● ○

● ● ●

か ● ● ●

 ↑

体・各学年教

事業担当者の

のは楽しい」

を１時間の授

が「適切であっ

答の場合は「●

した場合のみ矢

と判断された

徒の主体的な

改善する課題

る。「主体的

業に取り組む

くりを中心に

己有用感、規

分だった。

関わり合う場

仕方は適切と

、授業の中で

 

中部小

１
年 

全
体 

６
年 

○ ○ ●

● ○ ●

△ △ △

● ● ●

● ● ●

○ ● ●

年教員集団に

者の自己点検

」一方で、小

授業の中に設

た」「実施され

●」、いずれと

矢印で示し、想

た学年は➊～➏

な学校づくり

題として、適

に取り組んで

む意欲を高め

に力を入れて

規律の設定は

場づくりや、

と思われる。

で他者との関

小 天王小

５
年 

全
体 

６
年 

● ○

● ○

● ○

● ○

● ○

● ○

↓

による自己点

検  校数が多

小中にわたっ

設定し、主体

れた」等肯定的

も判断できな

想定内の場合は

➏はすべて空欄

りを行ってき

適切だと考え

でいる」に否

めていきたい

てきたが、第

は概ね適切と

児童が集団

 
関わり合いを

小 三吉小

５
年 

全
体 

６
年 年

○ ○

○ ○

○ ●

○ ○

○ ●

○ ●

↓

己点検一覧 

が多い場合、代表

って「授業に

体的に学び合

的回答の場合は

ない場合は「△

は空欄とした。

欄になっている

きた。主体的

える。 
否定的な回答

い。 
第 2 回の結果

思われる。

団に貢献でき

を大切にして

小  

５
年 

   

○   

○   

○   

●   

●   

○   

   

表的・注目すべき

に主体的に取

合う児童生徒

は「○」、「不適

△」とした。

。 

る。 

的に学校生活

答をした児童

果を見ると課

一方、「主体

きる役割を与

てきたが、も

 

   

 

 

 

 

 

 

 

き内容を抽出

取り組んでい

徒の育成を図

適

活

童

課

体

与

も
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➌目標の達成につながる行動計画だったか 

三好中…「共通認識」「情報共有」「組織連携」を高めるための部会や協議会の設定が不足していた。 
「学び合い学習」の授業力不足と、全体での研修・協議会の設定が不足していた。 
天王小…授業においてペアまたはグループによる話し合いを入れて、授業を進めた。授業を楽しいと感

じる児童は増えてきた。（5 年生チェックシートより） 
三吉小…小中連絡協議会が早めにあると、事業の内容を教職員で共有しやすかった。小学校間の児童の

交流の計画があったが、自己有用感を高める視点からすると削減したい。 
➍目標を意識して取り組まれたか 

三好中…研究趣旨の周知徹底に時間がかかりすぎ、指示通りにやってみる傾向が強かった。また、その

ための全体会の設定が遅かった。 
中部小…授業研究会の実施で教職員間の交流が始まったが、もっと情報交換ができるとよかった。小小

連携の部活動交流の合同練習は実施できていない。 
三吉小…取組に学年による若干のばらつきはあったが、ペア学習やグループ学習を入れて主体的に児童

が動くこと、自己有用感を高めることは意識できるようになった。 
➎具体的な動きや目当てが共有されていたか 

三好中…活動計画や内容の実施については、各部会が担当者を中心として行うことができたが、本質的

なねらいに迫る取組としては、学び合いの授業力不足等、質の向上が求められる。 
中部小…ペアやグループ活動を入れて、関わり合う場を設定する方向性は示したが、個々の取組による

ところがあった。育てたい子どもの姿について共通理解をする必要性を感じた。 
三吉小…ペア・グループ学習を授業に取り入れるなどの方向性は決まったが、育てたい子どもの姿が具

体的になっておらず、教職員間で共有されているとは言えなかった。 
➏児童生徒が主体的に取り組む工夫はあったか 

三好中…「講義型授業」からの脱却として、具体的に「ペア・グループ学習」を実施し、生徒同士が関

わる機会を意図的に設定することはできた。 
中部小…参加度を高め、関わり合いのある授業を心がけてきた。子どもたちの考える「主体的な」姿と

教職員とのずれを感じ、子どもたちに具体的に示していこうという声が高まった。 
三吉小…授業では、主体的に動く姿が具体的になっていたとは言えない。生活の場で子どもが主体的に

動けるようにするため、１年生と６年生の交流を多く設定することができた。 
➐想定外の指標はあったか 

中部小…６年生の「みんなで何かをするのは楽しい」の数値が思った以上によくなった。１年生とのペ

ア活動が始まったことで、６年生としての自覚を感じられた効果ではないか。 
天王小…５年生で「いやな思いをさせられた」の数値がよくなかった。クラス替えがあり、友達とのト

ラブルが増えたことが原因かもしれない。 
三吉小…生活面の指標も上昇した。特に叩かれたり、けられたり、強く押されたりした（暴力を受けた）

児童の中で、全くなかったという児童が 14.3 ポイント増加した。 

取 組 ・ペア・グループ学習をとおして、主体的に学ぶ児童生徒を育む。 

・児童会（生徒会）活動を軸として仲間と関わり合う楽しさを育む。 
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➊課題は実

態を踏まえ

ていたか 

➋目標は課

題に対して

適切なもの

だったか 

➌目標の達

成につなが

る行動計画

だったか 

➎具体的な

動きや目当

てが共有さ

れていたか 

➏児童生徒

が主体的に

取り組む工

夫はあった

か 

➐想定外の

指標はあっ

たか 

 

よし市 三好

「主体的に

かる授業づ

適切であっ

「学び合え

はおおむね

 

共通理解を

０日の国立

員が集まれ

現時点では

なかったこ

やめあて

いと考える

児童生徒が

定できたと

必要と考え

全項目で改

るかどうか

 

好中学校区 

みよし市教

に授業に取り

づくり」を改

ったと考える

える」場面を

ね適切だった

を図る場の設

立教育研究所

れるとよかっ

は、各推進部

ことから、全

を共有化で

る。 

が主体的に取

と考えるが、

える。 

改善傾向にあ

か分析が必要

教育委員会

り組む児童生

改善課題とし

る。 

を意図的に設

たと考える。

設定が遅かっ

所学校訪問

った。 

部会や情報交

全教職員が具

きていると

取り組むた

一層の工夫

あるが、取組

要であると考

教育委員会

生徒」や「分

したことは、

設定した目標

 

った。６月３

時に全教職

交換の場が少

具体的な動き

は言いがた

めの場は設

夫や仕掛けが

組の成果であ

考える。 

会の指導・

分 意識調査

えた上で課

と考える。

「みんな

ラス面の

している

職

早々に授業

取り組も

えるが、全

定が少し遅

 

設 「ペア・

生徒会活

動の設定

全体的な傾

てはまる

答（特に

少してい

・助言  各

愛知県教

の結果も含め

課題設定され

。 

で何かをする

実態を土台に

目標設定は適

業研究会を開

うとしたこ

全教職員で共

遅かった。 

グループ学習

動において

の工夫等が必

傾向として、

」）が増加す

「当てはま

ない。 

各校の取組や点検

教育委員会 

め、客観的な

れており、適

るのは楽しい

に、課題を克

適切であった

開始し、すべ

ことは適切で

共通理解を図

習」に加えて

ても主体的に

必要であると

、肯定的な回

する一方で、

らない」）が

点検を踏まえて 

な実態を踏ま

適切であった

い」というプ

克服しようと

たと考える。

べての授業で

であったと考

図る場面の設

て、児童会・

に取り組む活

と考える。

回答（特に「当

否定的な回

がそれほど減

     

ま

た

プ

と

で

考

設

・

活

当

回
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○各小中学校

 

○「主体的

 

○全職員が他

議会を実践

 

○小学校３校

 

○本質的なね

 

○学習の基盤

続的に指導

 

○「主体的な

 

○授業のは

行う。子

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実態把握

見直し 1 

（調

校の教職員が

に学ぶ姿」や

他校の研究授

践する。 

校の足並みを

ねらいに迫る

盤となる授業

導する。 

な姿を」具体

じめには学習

どもに発表さ

握 課

９～12 月

調査研究委員会

が課題を共通

や「学習（生

授業を積極的

をそろえる為

る取組として

業の開始終了

体的に子ども

習のめあてを

させるか、ノ

課 題 

月に重点・強

会・小中連絡

通理解して日

生活）規律」

的に参観する

為に、情報交

ては、「学び

了のあいさつ

もたちに示す

を必ず黒板に

ノートに書か

目 標

強化する内容

絡協議会等で

日々の指導に

の共通認識

るなど、「学

交換の場を設

び合いの授業

つ、友達の意

す。 

に書き、授業

かせる。 

標 

容 

で関係者が協議

にあたる。

識を図る。

び合い学習に

設定し積極的

」の質の向上

意見を聞く態

業の終わりに

取 組 

議した内容を

愛知県 

における」授

的に行う。 

上を図る。 

態度をもっと

には必ず授業

点 検

を基にみよし

みよし市 三

授業力をつけ

と育てるよう

業のまとめや

検 

し市教育委員会

三好中学校区

ける研修や協

う教職員が継

や振り返りを

見直し 

会が作成）

区 

 

協

継

を
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○各学校内の児童生徒会活動の中で自己有用感を高める活動を取り入れており、小学校と小学校の連携

の取組において、３小学校の部活動を通した交流（合同練習会）は小中連絡協議会で話し合った結果、

縮小していくことになった。 

見直し 2 上記１を実効性あるものとするために縮小・統合・対象外とする内容 

（調査研究委員会・小中連絡協議会等で関係者が協議した内容を基にみよし市教育委員会が作成） 


